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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月13日(2016.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　階層符号化された動画データを取得する取得手段と、
　前記取得手段により得られた動画データを復号する復号手段と、
　前記復号手段により復号された動画データを外部の表示装置に出力する出力手段と、
　前記外部の表示装置の表示フレームレートに関する情報を取得する情報取得手段と、
　前記動画データに含まれる前記外部の表示装置のフレームレートに対応する階層よりも
上の階層のデータを復号しないように前記復号手段を制御する制御手段とを有することを
特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記取得手段により取得された動画データの各フレームの階層を示す情報を取得する階
層情報取得手段を有することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記階層を示す情報は、前記動画データに含まれ、前記動画データの逆量子化処理を行
わずに取得することができる情報であることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置
。
【請求項４】
　前記階層を示す情報は、前記動画データに含まれ、前記動画データの逆コサイン変換処
理を行わずに取得することができる情報であることを特徴とする請求項２または３に記載
の画像処理装置。
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【請求項５】
　前記階層を示す情報は、各フレームに対応するｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄであることを特
徴とする請求項２から４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄは、各フレームに対応するＮａｌ＿Ｕｎｉｔ＿Ｈｅａｄｅ
ｒに格納されていることを特徴とする請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記動画データは、Ｈ．２６５規格に準じた符号化方式で階層符号化された動画データ
であることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記取得手段は、記録媒体から動画データを取得し、
　前記制御手段は、前記記録媒体に記録されている動画データのすべての動画データにつ
いて、前記外部の表示装置の表示フレームレートに対応する階層より上の階層のフレーム
に対応するデータを復号しないように前記復号手段を制御する請求項１から７のいずれか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記取得手段は、動画データの再生順を示すプレイリストに対応する動画データを取得
し、
　前記階層情報取得手段は、前記プレイリストに対応する動画データの階層を示す情報を
取得し、
　前記制御手段は、前記プレイリストに対応する動画データについて、前記外部の表示装
置の表示フレームレートに対応する階層より上の階層のフレームに対応するデータを復号
しないように前記復号手段を制御することを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に
記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記外部の表示装置が接続されている場合に、前記外部の表示装置の
表示フレームレートに対応する階層より上の階層のフレームに対応するデータを復号しな
いように前記復号手段を制御することを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載
の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記外部の表示装置の表示フレームレートに対応する階層以下のすべ
ての階層の各フレームに対応するデータを復号するように前記復号手段を制御することを
特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　階層符号化された動画データを取得する取得工程と、
　前記取得工程で得られた動画データを復号する復号工程と、
　前記復号工程で復号された動画データを外部の表示装置に出力する出力工程と、
　前記外部の表示装置の表示フレームレートに関する情報を取得する情報取得工程と、
　前記復号工程において、前記動画データに含まれる前記外部の表示装置の表示フレーム
レートに対応する階層よりも上の階層のデータを復号しないように制御すること有するこ
とを特徴とする画像処理方法。
【請求項１３】
　コンピュータを請求項１から１１のいずれか１項に記載の各手段として動作させるため
のコンピュータプログラム。
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